
 

2025 年 10 月改訂（第 3 版） 

日本標準商品分類番号

873179 

 

医薬品インタビューフォーム 

日本病院薬剤師会の IF 記載要領 2018（2019 更新版）に準拠して作成 

神経代謝機能賦活剤 

チアミン塩化物塩酸塩・B6・B12配合剤 

 

剤 形 水性注射剤 

製 剤 の 規 制 区 分 処方箋医薬品 

規 格 ・ 含 量 

1 管（2mL）中 

日本薬局方 チアミン塩化物塩酸塩  50mg 

 日本薬局方 ピリドキシン塩酸塩   100mg 

 日本薬局方 シアノコバラミン    1,000µg 

添加剤：ベンジルアルコール 40mg、リン酸三ナトリウム 25.6mg 

一 般 名 

和名：チアミン塩化物塩酸塩（JAN） 

   ピリドキシン塩酸塩（JAN） 

   シアノコバラミン（JAN） 

洋名：Thiamine Chloride Hydrochloride（JAN） 

   Pyridoxine Hydrochloride（JAN） 

   Cyanocobalamin（JAN） 

製 造 販 売 承 認 年 月 日 

薬 価 基 準 収 載 年 月 日 

販 売 開 始 年 月 日 

製造販売承認年月日 ：1966 年 2 月 28 日 

薬価基準収載年月日 ：1967 年 7 月 

販 売 開 始 年 月 日 ：1967 年 7 月 

製 造 販 売 ( 輸 入 ) ・ 

提 携 ・ 販 売 会 社 名 

製造販売元：原沢製薬工業株式会社 

販 売 元：岩 城 製 薬 株 式 会 社 

医薬情報担当者の連絡先  

問 い 合 わ せ 窓 口 

原沢製薬工業株式会社 信頼性保証部 

TEL 03-3441-5191 FAX 03-5475-5485 

受付時間 9:00～17:00（土日祝日、当社休日を除く） 

医療関係者向けホームページ 

http://www.harasawa.co.jp/index.html 

本 IF は 2023 年 8 月改訂（第 1 版）の電子添文の記載に基づき改訂した。 

最新の情報は、独立行政法人 医薬品医療機器総合機構の医薬品情報検索ページで確認してください。 



 

医薬品インタビューフォーム利用の手引きの概要 －日本病院薬剤師会－ 

(2020年4月改訂) 

 

１．医薬品インタビューフォーム作成の経緯 

医療用医薬品の基本的な要約情報として，医療用医薬品添付文書（以下，添付文書）がある．医療現場

で医師・薬剤師等の医療従事者が日常業務に必要な医薬品の適正使用情報を活用する際には，添付文書に

記載された情報を裏付ける更に詳細な情報が必要な場合があり，製薬企業の医薬情報担当者（以下，ＭＲ）

等への情報の追加請求や質疑により情報を補完してきている．この際に必要な情報を網羅的に入手するた

めの項目リストとして医薬品インタビューフォーム（以下，ＩＦと略す）が誕生した． 

1988 年に日本病院薬剤師会（以下，日病薬）学術第２小委員会がＩＦの位置付け，ＩＦ記載様式，ＩＦ

記載要領を策定し，その後 1998 年に日病薬学術第３小委員会が，2008 年，2013 年に日病薬医薬情報委員

会がＩＦ記載要領の改訂を行ってきた． 

ＩＦ記載要領2008以降，ＩＦはＰＤＦ等の電子的データとして提供することが原則となった．これによ

り，添付文書の主要な改訂があった場合に改訂の根拠データを追加したＩＦが速やかに提供されることと

なった．最新版のＩＦは，医薬品医療機器総合機構（以下，ＰＭＤＡ）の医療用医薬品情報検索のページ

（http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/）にて公開されている．日病薬では，2009年より新医

薬品のＩＦの情報を検討する組織として「インタビューフォーム検討会」を設置し，個々のＩＦが添付文

書を補完する適正使用情報として適切か審査・検討している． 

2019 年の添付文書記載要領の変更に合わせ，「ＩＦ記載要領 2018」が公表され，今般「医療用医薬品の

販売情報提供活動に関するガイドライン」に関連する情報整備のため，その更新版を策定した． 

 

２．ＩＦとは 

ＩＦは「添付文書等の情報を補完し，医師・薬剤師等の医療従事者にとって日常業務に必要な，医薬品

の品質管理のための情報，処方設計のための情報，調剤のための情報，医薬品の適正使用のための情報，

薬学的な患者ケアのための情報等が集約された総合的な個別の医薬品解説書として，日病薬が記載要領を

策定し，薬剤師等のために当該医薬品の製造販売又は販売に携わる企業に作成及び提供を依頼している学

術資料」と位置付けられる． 

ＩＦに記載する項目配列は日病薬が策定したＩＦ記載要領に準拠し，一部の例外を除き承認の範囲内の

情報が記載される．ただし，製薬企業の機密等に関わるもの及び利用者自らが評価・判断・提供すべき事

項等はＩＦの記載事項とはならない．言い換えると，製薬企業から提供されたＩＦは，利用者自らが評価・

判断・臨床適用するとともに，必要な補完をするものという認識を持つことを前提としている． 

ＩＦ提供は電子データを基本とし，製薬企業での製本は必須ではない． 

 

３．ＩＦの利用にあたって 

  電子媒体のＩＦは，ＰＭＤＡの医療用医薬品情報検索のページに掲載場所が設定されている． 

  製薬企業は「医薬品インタビューフォーム作成の手引き」に従ってＩＦを作成・提供するが，ＩＦの原

点を踏まえ，医療現場に不足している情報やＩＦ作成時に記載し難い情報等については製薬企業のＭＲ等

へのインタビューにより利用者自らが内容を充実させ，ＩＦの利用性を高める必要がある．また，随時改 



 

 

訂される使用上の注意等に関する事項に関しては，ＩＦが改訂されるまでの間は，製薬企業が提供する改 

定内容を明らかにした文書等，あるいは各種の医薬品情報提供サービス等により薬剤師等自らが整備する 

とともに，ＩＦの使用にあたっては，最新の添付文書をＰＭＤＡの医薬品医療機器情報検索のページで確 

認する必要がある． 

 なお，適正使用や安全性の確保の点から記載されている「Ⅴ.５．臨床成績」や「ⅩⅡ．参考資料」， 

「ⅩⅢ．備考」に関する項目等は承認を受けていない情報が含まれることがあり，その取り扱いには 

十分留意すべきである． 

 

４．利用に際しての留意点 

ＩＦを日常業務において欠かすことができない医薬品情報源として活用していただきたい．ＩＦは日病

薬の要請を受けて，当該医薬品の製造販売又は販売に携わる企業が作成・提供する，医薬品適正使用のた

めの学術資料であるとの位置づけだが，記載・表現には医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の

確保等に関する法律の広告規則や販売情報提供活動ガイドライン，製薬恊コード・オブ・プラクティス等

の制約を一定程度受けざるを得ない．販売情報提供活動ガイドラインでは，未承認薬や承認外の用法等に

関する情報提供について，製薬企業が医療従事者からの求めに応じて行うことは差し支えないとされてお

り，ＭＲ等へのインタビューや自らの文献調査などにより，利用者自らがＩＦの内容を充実させるべきも

のであることを認識しておかなければならない．製薬企業から得られる情報の科学的根拠を確認し，その

客観性を見抜き，医療現場における適正使用を確保することは薬剤師の本務であり，ＩＦを利用して日常

業務を更に価値あるものにしていただきたい． 
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略語 略語内容 

ＡＴＰ アデノシン三リン酸 

ＣｏＡ コエンザイム 

ＤＮＡ デオキシリボ核酸 

ＲＭＰ 医薬品リスク管理計画 

ＴＣＡ クエン酸 
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          Ⅰ．概要に関する項目           

１．開発の経緯 

ダイビタミックス注は、1966 年 2月 28 日に承認され、原沢製薬工業(株)が 2003 年 2月に承継し、 

販売を開始した。 

2016 年 5月に用法及び用量の用法につき、「皮下、筋肉内又は静脈内注射する」から「点滴静注又は 

静脈注射する」に記載の適正化を図り変更した。 

  

２． 製品の治療学的特性 

ビタミンＢ12として、ヒドロキソコバラミン（活性型）ではなく、シアノコバラミン（基本型）を 

採用しているため、ビタミンＣやグルタチオンなどに対して配合変化がほとんどない。 

（「「ⅩⅢ.2.その他の関連資料」の項参照） 

 

３．製品の製剤学的特性 

  該当しない 

 

４．適正使用に関して周知すべき特性 

適正使用に関する資材，最適使用推進ガイドライン等 有無 

ＲＭＰ 無 

追加のリスク最小化活動として作成されている資材 無 

最適使用推進ガイドライン 無 

保険適用上の留意事項通知 無 

 

５．承認条件及び流通・使用上の制限事項 

（1）承認条件 

  該当しない 

（2）流通・使用上の制限事項 

  該当しない 

 

６．ＲＭＰの概要 

  該当しない 
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          Ⅱ．名称に関する項目           

１．販売名 

（1）和名 

ダイビタミックス注 

（2）洋名 

DAIVITAMIX INJ. 

（3）名称の由来 

  大事なビタミンをミックスした注射液 

 

２．一般名 

（1）和名(命名法)、（2）洋明（命名法） 

和名（命名法） 洋明（命名法） 

チアミン塩化物塩酸塩（JAN） Thiamine Chloride Hydrochloride（JAN） 

ピリドキシン塩酸塩（JAN） Pyridoxine Hydrochloride（JAN） 

シアノコバラミン（JAN） Cyanocobalamin（JAN） 

（3）ステム 

  不明 

 

３．構造式又は示性式 

          

チアミン塩化物塩酸塩          

 

 

 

 

      

 

ピリドキシン塩酸塩                          シアノコバラミン 

 

４．分子式及び分子量 

一般名 分子式 分子量 

チアミン塩化物塩酸塩 C12H17ClN4OS・HCl 337.27 

ピリドキシン塩酸塩 C8H11NO3・HCl 205.64 

シアノコバラミン C63H88CoN14O14P 1355.37 
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５．化学名（命名法）又は本質 

一般名 化学名 

チアミン塩化物塩酸塩 
3-(4-Amino-2-methylpyrimidin-5-ylmethyl)-5-(2-hydroxyethyl)-4- 

methylthiazolium chloride monohydrochloride 

ピリドキシン塩酸塩 4,5-Bis(hydroxymethyl)-2-methylpyridin-3-ol monohydrochloride 

シアノコバラミン Coα-[α-(5,6-Dimethyl-1H-benzimidazol-1-yl)]-Coβ-cyanocobamide

        （命名法：IUPAC 法） 

 

６．慣用名、別名、略号、記号番号 

一般名 別名 

チアミン塩化物塩酸塩 ビタミンＢ1塩酸塩 

ピリドキシン塩酸塩 ビタミンＢ6 

シアノコバラミン ビタミンＢ12 
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         Ⅲ．有効成分に関する項目          

１．物理化学的性質 

（1）外観・性状 

チアミン塩化物塩酸塩 
白色の結晶又は結晶性の粉末で、においはないか、又は僅かに特異な

においがある。結晶多形が認められる。 

ピリドキシン塩酸塩 白色～微黄色の結晶性の粉末である。光によって徐々に変化する。 

シアノコバラミン 暗赤色の結晶又は粉末である。 

（2）溶解性 

チアミン塩化物塩酸塩 
水に溶けやすく、メタノールにやや溶けにくく、エタノール（95）に

溶けにくい。 

ピリドキシン塩酸塩 
水に溶けやすく、エタノール（99.5）に溶けにくく、無水酢酸、酢酸

（100）にほとんど溶けない。 

シアノコバラミン 水にやや溶けにくく、エタノール（99.5）に溶けにくい。 

（3）吸湿性 

シアノコバラミン；無水状態の結晶は吸湿性が強く、湿度 50％の空気中に放置すると、約 12％の 

水を吸収する 1）。 

  チアミン塩化物塩酸塩、ピリドキシン塩酸塩；該当資料なし 

（4）融点(分解点)、沸点、凝固点 

チアミン塩化物塩酸塩 融点：約 245℃（分解） 

ピリドキシン塩酸塩 融点：約 206℃（分解） 

シアノコバラミン；該当資料なし 

（5）酸塩基解離定数 

該当資料なし 

（6）分配係数 

該当資料なし 

（7）その他の主な示性値 

チアミン塩化物塩酸塩 1.0g を水 100mL に溶かした液の pH は 2.7～3.4 である。 

ピリドキシン塩酸塩 1.0g を水 50mL に溶かした液の pH は 2.5～3.5 である。 

シアノコバラミン 
0.10g を新たに煮沸して冷却した水 20mL に溶かした液の pH は 4.2～

7.0 である。 
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２．有効成分の各種条件下における安定性 

チアミン塩化物塩酸塩 

乾燥状態では空気中で安定で、120～130℃に 2～3 時間加熱してもほ

とんど分解しないが、吸湿するにつれ長時間保存すると徐々に分解し

着色してくる。水溶液中では pH2～4 で比較的安定であるが、アルカ

リ性では不安定である 2)。 

ピリドキシン塩酸塩 

乾燥状態ではかなり安定であるが、直射日光又は紫外線により徐々に

分解する。中性、アルカリ性又は弱酸性溶液では、光（紫外線）によ

って容易に分解する。また、酸化剤にも不安定である。熱には比較的

強く、中性溶液では 120℃に熱すると重合を起こすが、酸性又はアル

カリ性溶液では重合を起こさず、かなり安定である 3)。 

シアノコバラミン 

弱い多酸性塩基で、湿気をさえぎれば空気中でも安定であるが、強い

光に長時間さらすと分解し、210～220℃に加熱すると黒変する。水溶

液は中性又は pH4.5～5.0 で最も安定であるが、強酸性又はアルカリ

性で長時間放置すると酸アミドの加水分解を初めとする種々の分解

反応が起こる。光があれば分解は促進される 1)。 

３．有効成分の確認試験法、定量法 

チアミン塩化物塩酸塩 

確認試験法

日本薬局方チアミン塩化物塩酸塩の確認試験法による。

(1) チオクロム反応 

(2) 紫外可視吸光度測定法 

(3) 赤外吸収スペクトル測定法(塩化カリウム錠剤法) 

(4) 塩化物の定性反応 

定量法 
日本薬局方チアミン塩化物塩酸塩の定量法による。 

液体クロマトグラフィー 

ピリドキシン塩酸塩 

確認試験法

日本薬局方ピリドキシン塩酸塩の確認試験法による。 

(1) 紫外可視吸光度測定法 

(2) 赤外吸収スペクトル測定法(塩化カリウム錠剤法) 

(3) 塩化物の定性反応 

定量法 
日本薬局方ピリドキシン塩酸塩の定量法による。 

電位差滴定法 

シアノコバラミン 

確認試験法

日本薬局方シアノコバラミンの確認試験法による。 

(1) 紫外可視吸光度測定法 

(2) コバルトの定性反応 

(3) シアンの定性反応 

定量法 
日本薬局方シアノコバラミンの定量法による。 

紫外可視吸光度測定法 
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          Ⅳ．製剤に関する項目           

１．剤形 

（1）剤形の区別 

  水性注射剤（溶液） 

（2）製剤の外観及び性状 

  褐色アンプル入りの赤色澄明の水性注射液 

（3）識別コード 

  該当しない 

（4）製剤の物性 

 pH：4.0～4.5 

 浸透圧比：3.1～3.4（生理食塩液に対する比） 

（5）その他 

  品質保持のためにアンプル内は窒素置換を行っている。 

 

２．製剤の組成 

（1）有効成分（活性成分）の含量及び添加剤 

有効成分 

1 管(2mL)中 

チアミン塩化物塩酸塩 50mg 

ピリドキシン塩酸塩  100mg 

シアノコバラミン   1000µg 

添加剤 

1 管(2mL)中 

ベンジルアルコール  40mg 

リン酸三ナトリウム  25.6mg 

（2）電解質等の濃度 

  該当しない 

（3）熱量 

該当しない 

 

３．添付溶解液の組成及び容量 

  該当しない 

 

４．力価 

  該当しない 

 

５．混入する可能性のある夾雑物 

  該当資料なし 

 

６．製剤の各種条件下における安定性 

 ・開封・室内光下・室温保存 

定量値 直後 1hr 後 3hr 後 6hr 後 

シアノコバラミン 90.0～110.0% 100.9 94.7 86.4 76.5 
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・長期保存試験（25±2℃、遮光）                ＜定量値は平均値＞ 

 規格 開始時 0.5 年 1 年 1.5 年 

性状 赤色澄明の液体 同左 同左 同左 同左 

pH 4.0～4.5 4.3 4.3 4.3 4.3 

定量値 

(規格値) 

チアミン塩化物塩酸塩 

(90.0～110.0%) 
108.5 104.9 99.6 94.3 

ピリドキシン塩酸塩 

(90.0～110.0%) 
101.4 101.0 101.0 101.0 

シアノコバラミン 

(90.0～110.0%) 
105.9 101.6 97.5 92.0 

  

７．調製法及び溶解後の安定性 

  該当しない 

 

８．他剤との配合変化（物理化学的変化） 

  pH 1    2     3     4     5     6     7     8     9     10     11     12    13    14 

                              変色（暗赤色） 

    ←10mL                   10mL→ 

      1.2              4.2                    8.0 

（別添参照） 

 

９．溶出性 

  該当しない 

 

１０．容器・包装 

（1）注意が必要な容器・包装、外観が特殊な容器・包装に関する情報 

  該当しない 

（2）包装 

  2mL×50 管（ガラスアンプル） 

（3）予備容器 

  該当しない 

（4）容器の材質 

  ガラスアンプル 

 

１１．別途提供される資材類 

該当資料なし 

 

１２．その他 

該当資料なし 

0.1mol/L NaOH 0.1mol/L HCL 
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          Ⅴ．治療に関する項目           

１．効能又は効果 

4.効能・効果 

下記疾患のうち、本剤に含まれるビタミン類の欠乏又は代謝障害が関与すると推定される場合 

 神経痛、末梢神経炎・末梢神経麻痺 

効果がないのに月余にわたって漫然と使用すべきでない。 

 

２．効能又は効果に関連する注意 

  設定されていない 

 

３．用法及び用量 

（1）用法及び用量の解説 

 6.用法・用量 

通常成人 1日 1 回 2mL を点滴静注又は静脈内注射する。 

なお、年齢、症状により適宜増減する。 

（2）用法及び用量の設定経緯・根拠 

  該当資料なし 

  

４．用法及び用量に関連する注意 

  設定されていない 

 

５．臨床成績 

（1）臨床データパッケージ 

該当しない 

（2）臨床薬理試験 

該当資料なし 

（3）用量反応探索試験 

  該当資料なし 

（4）検証的試験 

 1）有効性検証試験 

該当資料なし 

2）安全性試験 

該当資料なし 

（5）患者・病態別試験 

該当資料なし 

（6）治療的使用 

1）使用成績調査（一般使用成績調査、特定使用成績調査、使用成績比較調査）、製造販売後データ 

ベース調査、製造販売後臨床試験の内容 

該当資料なし 

2）承認条件として実施予定の内容又は実施した調査・試験の概要 

該当しない 

（7）その他 

  該当資料なし 
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         Ⅵ．薬効薬理に関する項目          

１．薬理学的に関連ある化合物又は化合物群 

 チアミン塩化物塩酸塩；チアミン硝化物、チアミンジスルフィド等 

ピリドキシン塩酸塩；ピリドキサールリン酸、ピリドキサミン等 

シアノコバラミン；ヒドロキソコバラミン、メコバラミン等 

注意：関連のある化合物の効能・効果等は、最新の添付文書を参照すること。 

 

２．薬理作用 

（1）作用部位・作用機序 

チアミン塩化物塩

酸塩 

チアミンはＡＴＰ存在下に thiamine diphosphate に変換し、生理作用

を現す。糖質、タンパク質、脂質代謝で、また、ＴＣＡサイクルの関門

として重要な位置を占めるピルビン酸の脱炭酸反応やＴＣＡサイクル

内のα-ケトグルタル酸の脱炭酸反応に関与している。また、トランス

ケトラーゼの補酵素として五炭糖リン酸回路での糖代謝や核酸代謝に

も関与している 2)。 

ピリドキシン塩酸

塩 

生体内で主としてリン酸ピリドキサール（ビタミンＢ6の補酵素型）と

なって作用する。アミノ酸・タンパク代謝酵素群の補酵素として各種ア

ミノ酸・タンパクの分解・生合成に重要な役割を果たす。また、脂肪代

謝にも関与し、特に不飽和脂肪酸の生体内利用の際に必要とされる 3)。 

シアノコバラミン 

多くの代謝系に関与し、正常な発育、造血、神経組織のミエリン鞘形成

などに重要な役割を果たしている。ＤＮＡ合成過程で必要な葉酸を活性

化することにより、間接的にＤＮＡ合成に関与するほか、メチルマロニ

ルＣｏＡからサクシニルＣｏＡへの転換反応に関与することによって

造血機能を促進する。また、還元型ＳＨ基の保護、メチオニン合成時の

役割を介してタンパク合成にも影響を及ぼし、髄鞘の形成促進作用、グ

リア細胞での核酸・タンパク代謝を改善する。眼に対しては、酸素消費

量を増し、ＡＴＰ産生を増大させる。調節性眼精疲労を改善する 1)。 

（2）薬効を裏付ける試験成績 

該当資料なし 

（3）作用発現時間・持続時間 

該当資料なし 
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          Ⅶ．薬物動態に関する項目         

１．血中濃度の推移 

（1）治療上有効な血中濃度 

該当資料なし 

（2）臨床試験で確認された血中濃度 

該当資料なし 

（3）中毒域 

該当資料なし 

（4）食事・併用薬の影響 

   該当資料なし 

 

２．薬物速度論的パラメータ 

（1）解析方法 

   該当資料なし 

（2）吸収速度定数 

該当資料なし 

（3）消失速度定数 

該当資料なし 

（4）クリアランス 

該当資料なし 

（5）分布容積 

該当資料なし 

（6）その他 

該当資料なし 

 

３．母集団（ポピュレーション）解析 

（1）解析方法 

該当資料なし 

（2）パラメータ変動要因 

該当資料なし 

 

４．吸収 

該当資料なし 

 

５．分布 

（1）血液－脳関門通過性 

該当資料なし 

（2）血液－胎盤関門通過性 

該当資料なし 

（3）乳汁への移行性 

  ピリドキシン塩酸塩；代謝物のピリドキサールは、乳汁中への移行が認められる 3)。 

  チアミン塩化物塩酸塩、シアノコバラミン；該当資料なし 
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（4）髄液への移行性 

該当資料なし 

（5）その他の組織への移行性 

  ピリドキシン塩酸塩；代謝物のピリドキサールは、胎盤移行性が認められる 3)。 

  チアミン塩化物塩酸塩、シアノコバラミン；該当資料なし 

（6）血漿蛋白結合率 

  該当資料なし 

 

６．代謝 

（1）代謝部位及び代謝経路 

チアミン塩

化物塩酸塩 

チアミンは動物体内でチアミンピロホスホキナーゼの作用により、ＡＴＰからピロ

リン酸の転移を受け、チアミンピロリン酸（ＴＰＰ）となり、ピルビン酸などのα-

ケト酸の酸化的脱炭酸反応及びケトール形成反応などに関与する酵素の補酵素とし

て作用する。動物組織中のチアミンはほとんどＴＰＰとして存在している 2)。 

ピリドキシ

ン塩酸塩 

ビタミンＢ6の三つの型（ピリドキサール、ピリドキシン、ピリドキサミン）とそれ

ぞれのリン酸化された5’-リン酸エステルは動物体内で相互に転換することができ

る。しかしこれらのなかで補酵素としての活性を持つ型は一部のトランスアミナー

ゼを除いてはピリドキサールリン酸だけであり、アミノ酸代謝の補酵素として重要

な役割を果たしている。摂取されたピリドキシンは生体内でＡＴＰからリン酸を受

けてピリドキシンリン酸となり、これが酸化されてピリドキサールリン酸となる。

この経路はピリドキシンがピリドキサールを経てピリドキサールリン酸になる経路

より生理的に重要であると考えられている 3)。 

シアノコバ

ラミン 

体内に入ったＢ12 は血流あるいはリンパ液によって運ばれ、肝、腎中で

adenosylating enzyme により、ＡＴＰに由来する 5’-デオキシアデノシル基が結合

し、補酵素型Ｂ12 あるいは一部メチルコバラミンに変換する。このものはタンパク

と結合して組織中に貯蔵され、メチルマロニルＣｏＡイソメラーゼ反応や、メチル

コバラミンの関与するメチル基転移反応などの補酵素として生理的に重要な役割を

演じる 1)。 

（2）代謝に関与する酵素（ＣＹＰ等）の分子種、寄与率 

該当資料なし 

（3）初回通過効果の有無及びその割合 

該当資料なし 

（4）代謝物の活性の有無及び活性比、存在比率 

  該当資料なし 

 

７．排泄 

チアミン塩

化物塩酸塩 

チアミンの尿中への排泄は速やかで、静注したチアミンの生物学的半減期はラット

で 20 分以下、ウサギでは 45～50 分で、1 時間以内に総排泄量の 60％以上が尿中に

排泄されるという 2)。 

ピリドキシ

ン塩酸塩 

投与したヒトでは 20％以下がそのままの形で尿中に排泄される。残りの大部分は 4-

ピリドキシン酸として排泄され、これは肝でピリドキサールを経て酸化されるもの

と考えられる。 
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シアノコバ

ラミン 

筋注又は静注した場合は、他の水溶性ビタミンに比べ、体内貯留性が強く、1000µg

筋注で、72 時間以内に尿中に排泄されるのは、注射量の 60％である。 

 

８．トランスポーターに関する情報 

該当資料なし 

 

９．透析等による除去率 

該当資料なし 

 

１０．特定の背景を有する患者 

  該当資料なし 

 

１１．その他 

  該当資料なし 
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      Ⅷ．安全性（使用上の注意等）に関する項目     

１．警告内容とその理由 

設定されていない 

 

２．禁忌内容とその理由 

 2.禁忌（次の患者には投与しないこと） 

  本剤及びチアミン塩化物塩酸塩に対し過敏症の既往歴のある患者 

（解説） 

  本剤中の成分チアミン塩化物塩酸塩に対し過敏症の既往歴のある患者に本剤を投与した場合、過 

敏反応を起こすおそれがあるので投与しないこと。 

 

３．効能又は効果に関連する注意とその理由 

設定されていない 

 

４．用法及び用量に関連する注意とその理由 

設定されていない 

 

５．重要な基本的注意とその理由 

設定されていない 

 

６．特定の背景を有する患者に関する注意 

（1）合併症・既往歴等のある患者 

  設定されていない 

（2）腎機能障害患者 

  設定されていない 

（3）肝機能障害患者 

  設定されていない 

（4）生殖能を有する者 

  設定されていない 

（5）妊婦 

  設定されていない 

（6）授乳婦 

  設定されていない 

（7）小児等 

 9.7 小児等 

 9.7.1 小児を対象とした臨床試験は実施していない。 

 9.7.2 低出生体重児、新生児に使用する場合には十分注意すること。外国において、ベンジルアル 

コールの静脈内大量投与(99～234mg/kg)により、中毒症状(あえぎ呼吸、アシドーシス、痙攣等)が 

低出生体重児に発現したとの報告がある。本剤は添加剤としてベンジルアルコールを含有している。 

（解説） 

  9.7.1 使用経験が少ない。 

  9.7.2 平成 27 年 10 月 13 日付薬生安発 1013 第 1 号厚生労働省医薬・生活衛生局安全対策課長 

通知により設定した。 
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（8）高齢者 

  設定されていない 

 

７．相互作用 

（1）併用禁忌とその理由 

設定されていない 

（2）併用注意とその理由 

 10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

レボドパ レボドパの有効性を減じるこ

とがある。 

ピリドキシン塩酸塩がレボドパの脱炭酸

化を促進し、脳内作用部位への到達量を減

少させる。 

（解説） 

  ピリドキシンはレボドパ脱炭酸酵素の補酵素であり、併用によりレボドパの末梢での脱炭酸化を 

促進し、レボドパの脳内作用部位への到達量を減少させると考えられる。 

  

８．副作用 

11.副作用 

 次の副作用があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には投与を 

中止するなど適切な処置を行うこと。 

（1）重大な副作用と初期症状 

11.1 重大な副作用 

11.1.1 ショック（頻度不明） 

 全身皮膚潮紅、血圧低下、胸内苦悶、呼吸困難、痙攣等があらわれた場合には直ちに投与を中 

 止し適切な処置を行うこと。 

（解説） 

   モニターすることが望ましい。 

（2）その他の副作用 

 11.2 その他の副作用 

 頻度不明 

過敏症 発疹、そう痒感 

消化器 悪心・嘔吐 

投与部位 局所疼痛 

  

９．臨床検査結果に及ぼす影響 

   設定されていない 

 

１０．過量投与 

   設定されていない 
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１１．適用上の注意 

14.適用上の注意 

14.1 薬剤調製時の注意 

本剤は、アミノ酸製剤と混合した場合、ビタミンの分解が促進されることがあるので注意すること。 

14.2 薬剤投与時の注意 

静脈内投与により血管痛を起こすことがあるので、注射速度はできるだけ遅くすること。 

（解説） 

14.1 「ⅩⅢ.2.その他の関連資料」の項参照 

14.2 浸透圧比が 3 以上であるため、血管痛を起こすおそれがある。 

 

１２．その他の注意 

（1）臨床使用に基づく情報 

  設定されていない 

（2）非臨床試験に基づく情報 

設定されていない 
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         Ⅸ．非臨床試験に関する項目         

１．薬理試験 

（1）薬効薬理試験 

「Ⅵ.薬効薬理に関する項目」参照 

（2）安全性薬理試験 

   該当資料なし 

（3）その他の薬理試験 

   該当資料なし 

 

２．毒性試験 

（1）単回投与毒性試験 

  該当資料なし 

（2）反復投与毒性試験 

  該当資料なし 

（3）遺伝毒性試験 

該当資料なし 

（4）がん原性試験 

  該当資料なし 

（5）生殖発生毒性試験 

  該当資料なし 

（6）局所刺激性試験 

  該当資料なし 

（7）その他の特殊毒性 

該当資料なし 
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         Ⅹ．管理的事項に関する項目         

１．規制区分 

  製剤：処方箋医薬品注） 

     注）注意－医師等の処方箋により使用すること 

  有効成分：該当しない 

  

２．有効期間 

有効期間：1.5 年 

 

３．包装状態での貯法 

室温保存 

 

４．取扱い上の注意 

20.取扱い上の注意 

  個装箱開封後は、遮光して保存すること。 

 （解説） 

室内光により成分が分解する。 

（「Ⅳ.6.製剤の各種条件下における安定性」及び「ⅩⅢ.2.その他の関連資料」の項参照） 

 

５．患者向け資材 

  該当資料なし 

 

６．同一成分・同効薬 

同一成分薬；配合剤名：該当なし 

      単 剤 名：チアミン塩化物塩酸塩注射液50mg、ピリドキシン塩酸塩注射液10mg、 

           シアノコバラミン注射液1000µg など 

同  効  薬：該当なし 

 

７．国際誕生年月日 

不明 

 

８．製造販売承認年月日及び承認番号、薬価基準収載年月日、販売開始年月日 

履歴 
製造販売承認 

年月日 
承認番号 

薬価収載 

年月日 

販売開始 

年月日 

ダイビタミックス注 1966年2月28日 14100AZZ00763000 1967 年 7月 1967 年 7月 

製造販売承認 承継 〃 〃 〃 2003 年 2月 1日 
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９．効能又は効果追加、用法及び用量変更追加等の年月日及びその内容 

用法・用量の変更：2016 年 5 月 23 日（適正記述化による） 

変更後 変更前 

通常成人 1 日 1 回 2ｍL を点滴静注又は静脈

内注射する。 

なお、年齢、症状により適宜増減する。 

通常成人 1 日 1 回 2ｍL を皮下、筋肉内又は静脈

内注射する。 

なお、年齢、症状により適宜増減する。 

 

１０．再審査結果、再評価結果公表年月日及びその内容 

再評価結果公表年月日：1985 年 7月 

以下の再評価結果のとおり評価された（日本製薬団体連合会自主申し合わせ）。 

 再評価結果 再評価前の承認内容 

効

能 

・ 

効

果 

下記疾患のうち、本剤に含まれるビタミ

ン類の欠乏又は代謝障害が関与すると

推定される場合 

 神経痛、末梢神経炎・末梢神経麻痺 

 

効果がないのに月余にわたって漫然と

使用すべきでない。 

〇下記疾患のうち、ビタミンＢ1の欠乏または代謝

障害が関与すると推定される場合 

神経痛、末梢神経炎、末梢神経麻痺、悪性貧血、

寄生虫性貧血、糖尿病時の末梢神経症状の改善 

〇水泡性湿疹、帯状疱疹、皮膚炎 

効果がないのに月余にわたって漫然と使用しない

こと 

 

１１．再審査期間 

該当しない 

 

１２．投薬期間制限に関する情報 

  本剤は、投薬（あるいは投与）期間に関する制限は定められていない。 

 

１３．各種コード 

包装 
厚生労働省薬価基準 

収載医薬品コード 

個別医薬品コード 

（YJ コード） 
HOT（9 桁）番号 

レセプト電算処理

システム用コード

50 管 3179503A1022 3179503A1022 107229701 643180005 

 

１４．保険給付上の注意 

該当しない 
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           ⅩⅠ．文 献              

１．引用文献 

 1）第十八改正日本薬局方解説書：廣川書店．2021；C-2147-2152 

2）第十八改正日本薬局方解説書：廣川書店．2021；C-3188-3195 

3）第十八改正日本薬局方解説書：廣川書店．2021；C-4460-4465 

 

２．その他の参考文献 

該当資料なし 
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           ⅩⅡ．参考資料             

１．主な外国での発売状況 

  該当資料なし 

 

２．海外における臨床支援情報 

  該当資料なし 
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           ⅩⅢ．備 考              

１． 調剤・服薬支援に際して臨床判断を行うにあたっての参考情報 

 該当資料なし 

 

２．その他の関連資料 

該当資料なし 
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ダイビタミックス注配合変化資料 

 

 

 

1. 混合後の定量値の変化 

2. ビタミン C製剤配合後の含量変化 

3. 他 1 剤配合後の変化（ｐH、性状変化） 

4. 他 2 剤配合後の変化（ｐH、性状変化） 

 

 

 

以上 



ダイビタミックス注と混合後の定量値の変化

混合製剤 有効成分 直後 1hr後 2hr後 3hr後 6hr後 8hr後 24hr後 48hr後

ピリドキシン塩酸塩 102.5 103.1 ― 102.2 102.1 ― ― ―

チアミン塩化物塩酸塩 107.8 108.2 ― 107.8 107.6 ― ― ―

シアノコバラミン 102.6 101.3 ― 99.5 98.0 ― ― ―

ピリドキシン塩酸塩 102.7 102.8 102.8 ― ― ― ― ―

チアミン塩化物塩酸塩 108.0 108.0 108.0 ― ― ― ― ―

シアノコバラミン 95.6 92.2 87.1 ― ― ― ― ―

ピリドキシン塩酸塩 102.6 103.0 ― 102.4 102.4 ― ― ―

チアミン塩化物塩酸塩 108.1 108.6 ― 108.2 108.4 ― ― ―

シアノコバラミン 103.0 102.8 ― 100.8 98.3 ― ― ―

ピリドキシン塩酸塩 103.5 103.4 103.3 ― ― ― ― ―

チアミン塩化物塩酸塩 108.6 108.6 108.6 ― ― ― ― ―

シアノコバラミン 96.5 91.7 87.9 ― ― ― ― ―

ピリドキシン塩酸塩 102.6 102.7 ― 102.5 102.4 ― ― ―

チアミン塩化物塩酸塩 108.0 108.1 ― 108.0 107.8 ― ― ―

シアノコバラミン 103.2 102.2 ― 101.2 98.4 ― ― ―

ピリドキシン塩酸塩 101.5 101.7 ― 101.5 101.5 ― ― ―

チアミン塩化物塩酸塩 106.6 106.8 ― 106.5 106.7 ― ― ―

シアノコバラミン 104.2 103.0 ― 102.1 98.5 ― ― ―

ピリドキシン塩酸塩 5.6 5.5 5.5 ― ― ― ― ―

チアミン塩化物塩酸塩 18.2 18.2 16.0 ― ― ― ― ―

シアノコバラミン 91.3 71.3 61.1 ― ― ― ― ―

ピリドキシン塩酸塩 5.6 4.9 ― ― ― 6.0 5.4 5.5

チアミン塩化物塩酸塩 18.2 17.7 ― ― ― 14.9 12.5 11.3

シアノコバラミン 91.3 83.8 ― ― ― 59.6 45.4 35.4

ピリドキシン塩酸塩 100.1 99.7 ― 99.6 99.0 ― 97.7 ―

チアミン塩化物塩酸塩 99.8 92.3 ― 79.4 64.5 ― 22.7 ―

シアノコバラミン 96.7 72.5 ― 39.2 16.8 ― 3.0 ―

ピリドキシン塩酸塩 100.2 99.9 ― 100.1 99.5 ― 99.1 ―

チアミン塩化物塩酸塩 99.9 98.6 ― 97.2 93.7 ― 79.3 ―

シアノコバラミン 99.6 97.0 ― 90.7 84.1 ― 50.3 ―

室内光下・単剤 シアノコバラミン 100.9 94.7 ― 86.4 76.5 ― ― ―

※遮光によりアミカリック輸液及び亜硫酸水素Na含有物以外では6時間安定であった。

※単剤であっても2時間以上の点滴では遮光を要する。

亜硫酸水素Na 
0.05mg/mL

（遮光・室温）

原沢製薬工業(株)　信頼性保証部

大塚生食注
（遮光・室温）

大塚糖液5％
（遮光・室温）

アミカリック輸液
（室内光下・室温）

アミカリック輸液
（遮光・冷蔵）

亜硫酸水素Na 
0.5mg/mL

（遮光・室温）

定量値規格：各成分共に90.0～110.0％

ソルデム3A
（遮光・室温）

ソルデム3A
（室内光下）

ラクテック注
（遮光・室温）

ラクテック注
（室内光下・室温）



ダイビタミックス注他とアスコルビン酸注

配合後の含量変化

◇ 図１ ﾀﾞｲﾋﾞﾀﾐｯｸｽ注＋ＶＣ
時間 0 配合直後 60分 120分 180分
塩酸チアミン 100 100 100 100 100
シアノコバラミン 100 99 98 96.5 95
ビタミンＣ 100 100 100 100 98.4

◇ 図２ 他の３Ｂ剤＋ＶＣ

時間 0 配合直後 60分 120分 180分
ＴＤＳ 100 100 100 100 100
ヒドロキソコバラミ 100 10 0 0 0
ビタミンＣ 100 100 98 95 93
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2005.6 改訂 

原沢製薬工業株式会社 

 
ダイビタミックス注のｐＨ変動スケール （配合前 pH4.2） 

pH   1    2    3    4    5    6    7    8    9    10   11   12   13   14 
              

 
0.1N  HCl 
←10mL 

0.1N NaOH 
6.4mL→ 変色(暗赤色) 

    1.2             4.2               8.0 

 

配合変化有 
 

Ａ.ダイビタミックス注と他１剤配合 条件付で可 

薬 効 分 類 ｐＨ 
番号 分類名等 

配  合  製  剤  名 成  分  名 容 量 ﾒｰｶｰ名 
配合前 配合直後3 時間後

配合変化 

1149 
ｺﾝﾄﾞﾛｲﾁﾝ 

含有ｻﾘﾁﾙ酸 

製  剤 

カシワドール ｺﾝﾄﾞﾛｲﾁﾝ硫酸 Na・ 

ｻﾘﾁﾙ酸 Na 

20mL 小林製薬

工業 

5.4 4.8 4.8 
－ 

〃 〃 カ シ ロ ン 〃 10mL 宇 治 6.7 5.1 5.0 － 

〃 
解熱･鎮痛･ 

消 炎 剤 
レ ペ タ ン 塩酸ﾌﾞﾌﾟﾚﾉﾙﾌｨﾝ 

0.3mg 

1.5mL 
大 塚 4.2 4.4 4.4 － 

1214 
局所麻酔剤 

(ｷｼﾘｼﾞﾝ系) 

キシロカイン 0.5% 

筋注用 (溶解液付) 
キシロカイン 

0.5% 

3mL 
ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ 6.4 4.3 4.3 － 

1229 骨格筋弛緩剤 コンラックス注 ﾒｼﾙ酸ﾌﾟﾘｼﾞﾉｰﾙ 
0.2% 

1mL 
日本新薬 5.9 4.6 4.6 － 

1149 鎮 痛 剤 ノルポート注 
ﾜｸｼﾆｱｳｲﾙｽ接種家兎 

炎症皮膚抽出物 

3.6 単位 

3mL 
大 洋 7.5 4.5 4.5 － 

2115 
強 心 剤 

(ｶﾌｪｲﾝ系製剤) 
ネオフィリン注 アミノフィリン 

2.5% 

10mL 
エーザイ 8.9 7.9 8.0 － 

〃 強 心 剤 コルフィリン注射液 ジプロフィリン 
15% 

2mL 
日本新薬 6.8 4.4 4.4 － 

332 止 血 剤 
アドナ(AC-17)注射液 

(静脈用) 

カルバゾクロム 

ｽﾙﾎﾝ酸 Na 

0.5% 

20mL 
田 辺 5.8 4.5 4.4 － 

2321 
消 化 性 

潰瘍用剤 
キャベジンＵｺｰﾜ注 400 

メチルメチオニン 

ｽﾙﾎﾆｳﾑｸﾛﾗｲﾄﾞ 

400mg 

*20mL 
興 和 4.4 4.4 4.5 － 

2325 〃 ソルコセリル｢注｣ 幼牛血液抽出物 2mL 東菱-大鵬 6.9 4.7 4.8 － 

〃 Ｈ２遮断剤 
タガメット注射液 

200mg 
シメチジン 

200mg 

2mL 

GSK- 

住友 
5.5 4.6 4.5 - 

〃 〃 ザンタック注射液 塩酸ラニチジン 
2.5% 

2mL 

GSK- 

三共 
7.0 4.6 4.6 － 

2454 
副腎皮質 

ﾎﾙﾓﾝ剤 
リノロサール注射液 ﾘﾝ酸ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝNa 

4mg 

1mL 
わかもと 8.3 4.6 4.6 － 

2491 循環ﾎﾙﾓﾝ剤 サークレチン注 10 カリジノゲナーゼ 
10 単位 

** 2mL 

帝国臓器- 

武田 
6.1 4.5 4.4 － 

    ＊ 20%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液に溶解 

   **  添付溶解液に溶解  

ダイビタミックス注(2mL)の配合変化 
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配合変化有 
 

Ａ.ダイビタミックス注と他１剤配合 条件付で可 

薬 効 分 類 ｐＨ 
番号 分類名等 

配  合  製  剤  名 成  分  名 容 量 ﾒｰｶｰ名 
配合前 配合直後3 時間後

配合変化 

3131 
ﾋﾞﾀﾐﾝB2剤 

(FAD 製剤) 
フラビタン注射液 10mg 

ﾌﾗﾋﾞﾝ ｱﾃﾞﾆﾝ ｼﾞﾇｸﾚ

ｵﾁﾄﾞ 

10mg 

1mL 

ﾄｰｱｴｲﾖｰ 

－山之内 
5.6 4.4 4.5 － 

3134 ﾋﾞﾀﾐﾝB ６剤 ビオゼックス 10mg ﾘﾝ酸ﾋﾟﾘﾄﾞｷｻｰﾙ 
10mg 

1mL 
わかもと 6.3 4.6 4.5 － 

3135 
ﾋﾞﾀﾐﾝＢ剤 

(葉酸製剤) 
フォリアミン注射液 葉   酸 

15mg 

1mL 

日本製薬- 

武 田 
8.6 － － 配合直後 

ゲル化 

3140 ﾋﾞﾀﾐﾝＣ剤 
アスコルビン酸注射液 

(100mg) 
アスコルビン酸 

100mg 

1mL 
日 局 6.5 4.8 4.8 

－ 

〃 〃 
アスコルビン酸注射液 

(500mg) 
アスコルビン酸 

500mg 

2mL 
日 局 7.0 5.5 5.5 

－ 

3223 
鉄化合物製剤 

(貧血用剤) 
フ ェ ジ ン 含糖酸化鉄 

40mg 

2mL 
ｳｪﾙﾌｧｲﾄﾞ 9.3 4.8 － 茶褐色沈殿 

3231 糖 類 剤 ５％ブドウ糖注射液 ブドウ糖 500mL 日 局 4.5 4.3 4.2 － 

〃 〃 ブドウ糖注射液Ｔ 20% 〃 20mL 原 沢 4.1 4.3 4.3 － 

3232 〃 ５％フルクトン注 果 糖 500mL 大 塚 3.9 4.0 4.1 － 

3234 〃 5%キシリトール注射液 キシリトール 
500mL 

日 局 6.1 4.3 4.3 － 

〃 〃 20%キシリトール注射液 〃 
20mL 

日 局 6.1 4.4 4.4 － 

3259 
総合ｱﾐﾉ酸 

製 剤 
プ ラ ス ア ミ ノ  ﾌﾞﾄﾞｳ糖加総合ｱﾐﾉ酸 500mL 大 塚 4.6 4.6 4.6 － 

3311 血液代用剤 生 理 食 塩 液 生理食塩液 500mL 日 局 6.5 4.6 4.6 － 

3319 〃 ラクテックＧ注 
乳酸リンゲル液 

(ソルビトール加) 
500mL 大 塚 6.4 5.4 5.4 － 

〃 〃 ソルデム３Ａ 維 持 液 500mL ﾃﾙﾓ 4.2 5.2 5.2 － 

3334 
血液凝固 

阻止剤 

ﾍﾊﾟﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ注射液 

5,000U 
ヘパリン Na 

5000 単位 

5mL 
武 田 6.1 6.3 6.4 － 

3999 代謝性製剤 チオクタン注射液 チオクト酸 
0.5% 

5mL 
藤 沢 8.0 5.1 5.2 － 

    ＊ 20%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液に溶解 

  ＊＊ 添付溶解液に溶解 
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配合変化有 
 

Ａ.ダイビタミックス注と他１剤配合 条件付で可 

薬 効 分 類 ｐＨ 
番号 分類名等 

配  合  製  剤  名 成  分  名 容 量 ﾒｰｶｰ名 
配合前 配合直後3 時間後

配合変化 

3919 肝疾患用剤 キョウミノチン 
ｸﾞﾘﾁﾙﾘﾁﾝｱﾝﾓﾆｳﾑ・ 

ｸﾞﾘｼﾝ・L-ｼｽﾃｲﾝ 
20mL 原 沢 7.2 4.7 4.7 － 

〃 〃 強力ﾈｵﾐﾉﾌｧｰｹﾞﾝｼｰ 〃 20mL ﾐﾉﾌｧｰｹﾞﾝ 6.5 4.7 4.7 － 

3922 解毒剤 グルタチン 200mg グルタチオン 
200mg 

**3mL 
持 田 5.2 4.5 4.6 － 

〃 〃 タチオン注射用 〃 
200mg 

**3mL 
山之内 6.3 4.5 4.6 － 

3991 
代謝性製剤 

(疼痛用剤) 

コンドロイチン硫酸 

ﾅﾄﾘｳﾑ注｢ﾀﾞｲｻﾝ｣ 
ｺﾝﾄﾞﾛｲﾁﾝ硫酸 Na 

200mg 

20mL 
原 沢 5.7 4.5 4.7 － 

〃 〃 １％コンドロン注 〃 
1% 

2mL 
科 研 6.5 4.5 4.5 － 

3992 
〃 

(脳循環用剤)
ＡＴＰ注第一 20mg アデノシン 3ﾘﾝ酸 2Na 

20mg 

2mL 
第 一 9.4 4.9 4.9 － 

〃 
〃 

(脳循環用剤)
ｱﾃﾞﾎｽ-Lｺｰﾜ注 3号 〃 

20mg 

2mL 
興 和 9.5 4.7 4.7 － 

    ＊ 20%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液に溶解 

  ＊＊ 添付溶解液に溶解 
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2005.6 改訂 

原沢製薬工業株式会社 

 
ダイビタミックス注のｐＨ変動スケール （配合前 pH4.2） 

pH   1    2    3    4    5    6    7    8    9    10   11   12   13   14 
              

 
0.1N  HCl 
←10mL 

0.1N NaOH 
6.4mL→ 変色(暗赤色) 

    1.2             4.2               8.0 

 

配合変化有 
 

Ｂ.ダイビタミックス注と他２剤以上配合 条件付で可 

薬 効 分 類 ｐＨ 
番号 分類名等 

配  合  製  剤  名 成  分  名 容 量 ﾒｰｶｰ名 
配合前 配合直後3 時間後

配合変化 

1174 
精神神経用剤

(ｲﾐﾌﾟﾗﾐﾝ系) 
アナフラニール注射液 塩酸クロミプラミン 

25mg 

2mL 

ﾁﾊﾞｶﾞｲｷﾞｰ 

-ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽ 
4.1 

1179 〃 セレネース注射液 ハロペリドール 
0.5% 

1mL 
大日本 3.9 

 

4.3 

 

4.3 
－ 

1149 鎮痛剤 ノルポート注 
ﾜｸｼﾆｱｳｲﾙｽ接種家兎 

炎症皮膚抽出物 

3.6単位 

3mL 
大 洋 7.5 

3919 肝疾患用剤 キョウミノチン 
ｸﾞﾘﾁﾙﾘﾁﾝｱﾝﾓﾆｳﾑ・ 

ｸﾞﾘｼﾝ・L-ｼｽﾃｲﾝ 
20mL 原 沢 7.2 

 

4.8 

 

4.7 配合後 2 時間

以内に使用の

こと 

1149 鎮痛剤 ノルポート注 
ﾜｸｼﾆｱｳｲﾙｽ接種家兎 

炎症皮膚抽出物 

3.6単位 

3mL 
大 洋 7.5 

3991 
代謝性製剤 

(疼痛用剤) 

コンドロイチン硫酸 

ﾅﾄﾘｳﾑ注｢ダイサン｣ 
コンドロイチン硫酸 Na 

200mg 

20mL 
原 沢 5.7 

 

4.4 

 

4.4 
－ 

2139 利尿剤 ラシックス注 フロセミド 
20mg 

2mL 
ｱﾍﾞﾝﾃｨｽ 9.1 

3231 糖類剤 ５％ブドウ糖注射液 ブドウ糖 
5% 

20mL 
日 局 5.9 

 

4.4 

 

4.4 
白色沈殿 

2190 循環器官用剤 注射用ルシドリール 塩酸ﾒｸﾛﾌｪﾉｷｻｰﾄ 
250mg 

*10mL 
大日本 4.5 

3319 血液代用剤 ソリターＴ３号 維 持 液 500mL 清 水 5.1 

 

4.9 

 

4.9 － 

2325 
消 化 性 

潰瘍用剤 
ソルコセリル｢注｣ 幼牛血液抽出物 2mL 東菱-大鵬 6.7 

3319 血液代用剤 ラクテックＧ注 
乳酸リンゲル液 

(ｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ加) 
500mL 大 塚 6.8 

 

5.6 

 

5.5 － 

2325 
消 化 性 

潰瘍用剤 
ソルコセリル｢注｣ 幼牛血液抽出物 2mL 東菱-大鵬 6.7 

3319 血液代用剤 ポタコールＲ 
乳酸リンゲル液 

(ﾏﾙﾄｰｽ加) 
250mL 大 塚 4.9 

 

4.8 

 

4.8 － 

2452 
副腎皮質 

ﾎﾙﾓﾝ剤 
水溶性ﾊｲﾄﾞﾛｺｰﾄﾝ注射液 ﾘﾝ酸ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝNa 

500mg 

10mL 
万 有 8.1 

3991 
代謝性製剤 

(鎮痛用剤) 

コンドロイチン硫酸 

ﾅﾄﾘｳﾑ注｢ダイサン｣ 
コンドロイチン硫酸 Na 

200mg 

20mL 
原 沢 5.7 

 

6.6 

 

－ 
橙赤色に変色 

    ＊ 20%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液に溶解 

   **  添付溶解液に溶解  

ダイビタミックス注(2mL)の配合変化 
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配合変化有 
 

Ｂ.ダイビタミックス注と他２剤以上配合 条件付で可 

薬 効 分 類 ｐＨ 
番号 分類名等 

配  合  製  剤  名 成  分  名 容 量 ﾒｰｶｰ名 
配合前 配合直後3 時間後

配合変化 

3141 ﾋﾞﾀﾐﾝＣ剤 
アスコルビン酸注射液 

(100mg) 
アスコルビン酸 

500mg 

2mL 
日 局 7.0 

3319 血液代用剤 ＫＮ補液３Ｂ 維 持 液 200mL 大 塚 5.9 

 

5.6 

 

5.6  

― 

1149 鎮痛剤 ノルポート注 
ﾜｸｼﾆｱｳｲﾙｽ接種家兎 

炎症皮膚抽出駅 

3.6 単位 

3mL 

大 洋 7.3 

3319 血液代用剤 ラクテックＧ注 
乳酸リンゲル液 

(ｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ加) 
1000mL 大 塚 6.8 

3991 
代謝性製剤 

(疼痛用剤) 

コンドロイチン硫酸 

ﾅﾄﾘｳﾑ注｢ダイサン｣ 
コドロイチン硫酸 Na 

200mg 

20mL 
原 沢 5.7 

 

5.6 

 

5.5 
― 

3231 糖 類 剤 ５％ブドウ糖注射液 ブドウ糖 500mL 日 局 4.7 

3229 
ｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ酸 

塩剤(Ｋ補給)
アスパラ注射液 

アスパラギン酸Ｋ 

アスパラギン酸Ｍｇ 
10mL 田 辺 6.8 

3919 肝疾患用剤 キョウミノチン 
ｸﾞﾘﾁﾙﾘﾁﾝｱﾝﾓﾆｳﾑ・ 

ｸﾞﾘｼﾝ・L-ｼｽﾃｲﾝ 
20mL 原 沢 7.2 

 

5.2 

 

5.2 
― 

3231 糖 類 剤 10％ブドウ糖注射液 ブドウ糖 40mL 日 局 4.1 

3922 解 毒 剤 アギフトールＳ 200mg グルタチオン 
200mg 

**3mL 
杏 林 5.2 

6132 
セフェム系 

抗生物質 
エポセリン静注用 セフチゾキシム Na 

500mg 

*5mL 
藤 沢 7.8 

 

― 

 

― 
白色沈殿 

3231 糖 類 剤 ５％ブドウ糖注射液 ブドウ糖 500mL 日 局 4.7 

3919 肝疾患用剤 キョウミノチン 
ｸﾞﾘﾁﾙﾘﾁﾝｱﾝﾓﾆｳﾑ・ 

ｸﾞﾘｼﾝ・L-ｼｽﾃｲﾝ 

20mL 
原 沢 7.2 

3922 解 毒 剤 
タチオン注射用 

(200mg) 
グルタチオン 

**200mg 

3mL×3A 
山之内 5.8 

 

4.9 

 

4.9 ― 

3141 ﾋﾞﾀﾐﾝＣ剤 
アスコルビン酸注射液 

(100mg) 
アスコルビン酸 

500mg 

2mL 
日 局 7.0 

3231 糖 類 剤 ５％ブドウ糖注射液 ブドウ糖 500mL 日 局 4.7 

3919 肝疾患用剤 キョウミノチン 
ｸﾞﾘﾁﾙﾘﾁﾝｱﾝﾓﾆｳﾑ・ 

ｸﾞﾘｼﾝ・L-ｼｽﾃｲﾝ 

20mL 

×3A 
原 沢 7.2 

3991 
代謝性製剤 

(疼痛用剤) 

コンドロイチン硫酸 

ﾅﾄﾘｳﾑ注｢ダイサン｣ 
コドロイチン硫酸 Na 

200mg 

20mL 
原 沢 5.7 

 

 

5.3 

 

 

5.2 
― 

    ＊ 20%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液に溶解 

  ＊＊ 添付溶解液に溶解 


	【岩城用】ダイビタミックス注(202510)修正版251008.pdf
	別添　ダイビタミックス注配合変化資料.pdf
	別添　鑑.pdf
	バインダー1.pdf
	ダイビタミックス注と混合後の定量値の変化.pdf
	ダイビタミックス注＋VC配合後定量グラフ.pdf
	ダイビタミックス注＋他1剤配合変化2005.06.01.pdf
	ダイビタミックス注＋他2剤以上配合変化2005.06.01.pdf



